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◆
農
業
ク
ラ
ブ
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催
◆

８
月

日(

火)

、
岡
山
大
学
五
十
周
年
記
念
館
に
お

11

い
て
農
業
ク
ラ
ブ
の
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ

れ
、
中
国
五
県
か
ら
各
県
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
代
表
が

集
い
、
意
見
発
表
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
校
か
ら
は
、
意
見
発
表
に
農
業
科
学
科
二
年

の
今
井
優
成
君
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
に
食
品
科
学
科

三
年
生
の
二
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
意
見

発
表
に
お
い
て
今
井
君
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
発
表
の
二
チ
ー
ム
は
、
惜
し
く
も
最
優
秀
は
逃

し
た
も
の
の
、
両
チ
ー
ム
と
も
優
秀
賞
と
健
闘
し
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
の
今
井
君
は
十
月
に
群
馬
県
で
開
催
さ

れ
る
農
業
ク
ラ
ブ
の
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

全
国
大
会
へ
は
、
７
月

日(

水)
･

日(

木)

に
本
校
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30

及
び
勝
間
田
高
校
で
開
催
さ
れ
た
測
量
競
技
大
会
に
お

い
て
、
十
年
ぶ
り
に
平
板･

水
準･

セ
オ
ド
ラ
イ
ト
の
三

部
門
す
べ
て
に
お
い
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
測
量
チ

ー
ム
の
う
ち
、
全
国
大
会

で
開
催
さ
れ
る
平
板
測
量

に
、
農
業
土
木
科
三
年
生

の
チ
ー
ム
の
出
場
が
決
ま

っ
て
お
り
、
他
に
各
学
科

の
代
表
が
出
場
す
る
農
業

鑑
定
競
技
や
ク
ラ
ブ
員
代

表
者
会
議
な
ど
も
含
め
、

各
選
手
た
ち
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
今
夏
行
わ

れ
た
農
業
ク
ラ
ブ
行
事
の

主
な
成
績
は
次
の
通
り
。

９月の行事

12(土) 学校開放講座(Ｆ科)

16(水) 就職試験開始(３年)

24(木) ケアハウスでの園芸交流

26(土) 備前地区乳牛共進会

岡山コープフェア

27(日) 県総文祭郷土芸能部門発表会

29(火) 体育祭(雨天順延)

10 月の行事

3(水) 学校開放講座(Ｆ科)

5(月) 京山中学校との園芸交流

6(火)～ 9(金) 中間考査

10(土)～ 11(日) レスリング県新人大会

12(月) トレース検定

14(火)～ 17(土) 修学旅行(2 年)

14(火) 校外研修(1H ､ 1F)

15(水) 校外研修(1A ､ 1Z ､ 1E)

17(土)～ 18(日) 県畜産共進会

20(火)～ 22(木) 農ク全国大会(群馬県)

23(金)～ 26(月)

全日本ホルスタイン共進会(北海道)

25(日) まほろば祭り

2 級土木施工管理技術検定

29(木) 第 2 回アイラブ交流会

31(土) 秋のふれあい市

PTA 役員会･評議員会

「

一

礼

」

校

長

安

井

盛

今
日
は
礼
儀
作
法
の
一
つ
で
あ
る
「
一
礼
」
に
つ
い
て

話
を
し
ま
す
。
夏
の
甲
子
園
、
今
年
は
早
稲
田
実
業
一
年

生
の
清
宮
選
手
が
注
目
を
浴
び
た
大
会
で
し
た
が
、
甲
子

園
の
試
合
を
見
て
い
る
と
、
各
県
の
代
表
チ
ー
ム
の
多
く

が
、
グ
ラ
ン
ド
に
入
る
時
や
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も
グ
ラ

ン
ド
か
ら
出
る
時
に
多
く
の
選
手
が
グ
ラ
ン
ド
に
対
し
て

一
礼
を
し
て
い
る
姿
を
良
く
目
に
し
ま
し
た
。
野
球
の
ル

ー
ル
に
礼
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
野
球
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
競
技
に
お

い
て
も
道
場
や
体
育
館
で
も
同
じ
よ
う
な
光
景
を
目
に
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
は
、
技
術
や
技
だ
け
を
学
ぶ
と
こ
ろ

で
は
な
く
、
技
術
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
心
を
学
ぶ
場

所
、
つ
ま
り
自
分
の
内
面
を
鍛
え
る
場
所
で
あ
る
か
ら
で

す
。
自
分
を
磨
く
場
所
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
謙
虚
な
気
持

ち
で
『
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
』
と
言
っ
た
思
い
を
込

め
て
礼
を
行
う
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
一
礼
を

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
試
合
や
練
習
に
励
む
と

い
っ
た
、
心
の
切
り
替
え
と
覚
悟
を
す
る
た
め
に
行
い
、

試
合
や
練
習
の
終
わ
り
に
行
う
一
礼
は
、
自
分
の
心
を
磨

く
場
所
に
対
し
て
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
授
業
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
お
い
て
最
初

と
最
後
に
す
る
礼
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
一
礼
す

る
習
慣
と
い
う
の
は
、
日
本
人
と
し
て
、
世
界
に
誇
れ
る

素
晴
ら
し
い
礼
儀
作
法
の
一
つ
で
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
二

学
期
は
「
一
礼
」
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
授
業
や
面
接

な
ど
、
そ
の
場
そ
の
場
に
応
じ
た
き
ち
ん
と
し
た
礼
を
心

掛
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◆ラオスからの農業研修員が来校◆

９月４日(金)、JICA中国を通じて岡山県新庄村

に有機農業の研修に来日しているラオスからの研
修員６名が本校を訪れました。一行は、ラオスで

は指導的な立場の方々で、本校の農場を熱心に見

学されました。また、農業科学科環境農業専攻生
との交流会では、有機農業による米づくりやその

品質などにとて
も興味を示され

ていました。他

にも、毛筆での
サインづくりや

折り紙など日本

の伝統文化を体
験していただき

ました。

◆

サ
イ
エ
ン
ス
ト
ー
ク

高
農

◆

in

７
月

日(

月)

、
本
校
を
会
場
に
「
サ
イ
エ
ン
ス
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ト
ー
ク

高
松
農
業
高
等
学
校
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

in

た
。
こ
れ
は
、
岡
山
大
学
が
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
や

科
学
の
神
秘
な
ど
を
高
校
生
に
知
っ
て
も
ら
い
、
社

会
へ
の
科
学
の
貢
献
や

重
要
性
な
ど
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。
当
日
は
岡
山

大
学
か
ら
森
准
教
授
他

二
名
の
方
が
来
校
さ
れ
、

「
植
物
酵
素
の
働
き
」

や
「
卵
管
の
働
き
」
な

ど
日
頃
の
研
究
を
紹
介

さ
れ
、
畜
産
科
学
科
一･

二
年
生
約
八
十
名
と
意

見
交
換
し
ま
し
た
。

◆

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

◆

８
月
４
日(

火)
･

５
日(

水)

に
、
二
日
間
で
五
百
人

を
超
え
る
中
学
生
を
迎
え
て
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を

開
催
し
ま
し
た
。
中
学
生
た
ち
は
、
糖
度
測
定
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
搾
乳
、
測
量
、
ビ
ス
ケ

ッ
ト
製
造
な
ど
、
専
門
学
科
の
特
色
あ
る
実
習
を
体

験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
度
は
午
後
か
ら
部
活
動

の
見
学
会
も
開
催
し
、

大
勢
の
中
学
生
が
熱

心
に
見
学
し
て
い
ま

し
た
。
来
年
度
の
高

校
入
試
は
、
特
別
入

試
が
平
成

年
２
月

28

日(

火)
･

日(

水)

、

16

17

一
般
入
試
が
平
成
28

年
３
月

日(

木)
･

10

11

日(

金)

に
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。

◆インターハイ草花装飾報告会◆

平成28年度はインターハイが岡山県を中心に中国

地方で開催されます。この大会を彩るため、会場の
草花装飾を県内農業系高校が担当することになりま

した。開催前年度となる今年は、本番に向け草花の
試験栽培が行われていますが、９月２日(水)に本校

を会場にしてその報告会が行われ、各校の担当生徒

がそれぞれの取組をプレゼンテーションにまとめて
発表しました。

また、当日は勝

間田高校の白石
先生を講師に迎

えてフラワーア
レンジメントの

講習会も開かれ

ました。

農業クラブ活動の主な成績
○中国ブロック連盟大会

意見発表 区分｢食料･生産｣

最優秀賞 農業科学科２年 今井優成

プロジェクト発表 区分｢環境｣

優秀賞 食品科学科３年

兼森ゆりほ、東海林典子、有竹愁

長山詩織、大森広希、竹原舞優

プロジェクト発表 区分｢文化･生活｣

優秀賞 食品科学科３年

阿部玲奈､桒田あみ､酒井萌､島田綾奈
※中国ブロック大会は､県大会最優秀者(チーム)が出場。

紙面の都合で県大会の記載は省略させていただきます。

○意見発表岡山県大会

区分｢環境｣

優秀賞 畜産科学科３年 大塚千尋

区分｢文化･生活｣

優秀賞 園芸科学科３年 勝あいり

○プロジェクト発表岡山県大会

区分｢食料･生産｣

優秀賞 畜産科学科３年

河原翔、牧原芹奈、荒木沙紀、

中川朋香、小原生翔、三宅達弥

○測量競技岡山県大会

「平板測量の部」

最優秀賞 農業土木科３年

安食優太、松岡匡子、吉田塁

優秀賞 農業土木科２年

井原直将、小野達哉、武田莉奈

「水準測量の部」

最優秀賞 農業土木科１年

笠石弘二郎、池田海大、大樫一真

「セオドライト測量の部」

最優秀賞 農業土木科２年

黒崎秀晃、古谷航太、住田隼也登

○農業情報処理岡山県大会

優秀賞 食品科学科３年 浅沼亮太朗

○フラワーアレンジメント岡山県大会

優秀賞 園芸科学科３年 亀山真鈴

○家畜審査競技（肉用牛の部）

優秀賞 畜産科学科２年

安藤岬、中村亜美紗、槙本美鈴

今月の『くすのきマルシェ』

9月2日(水),9日(水),16日(水),30日(水)

10月14日(水),21日(水)【16:10-16:40】

※備中高松駅前の｢あこうや｣でも販売

しております。【17:30-18:10】

ご来店をお待ちしております


